
 

重度障がい者の在宅介護に関する実態調査の概要  

 

１  利用者実態調査                            

 ⑴  目的  

   重度訪問介護の個別的な支給決定のあり方を検討するための参考（基礎

資料）とするため、現在の支給決定時間以上の介護時間数を希望する方の

状況を把握する。  

 ⑵  対象者  

   重度訪問介護の支給決定者：433 名（平成 30 年８月末時点）  

  ※  療養介護施設入所者の 18 名を除く  

 ⑶  調査方法  

   郵送による配布及び回収（返信用封筒を同封）  

 ⑷  調査項目（案）  

   資料３のとおり  

 

２  事業者実態調査                            

 ⑴  目的  

   札幌市内の障害福祉サービス事業所の重度障がい者への支援実態を把

握する。  

 ⑵  対象事業所（平成 30 年９月１日時点）  

  ア  重度訪問介護事業所：495 事業所  

イ  相談支援事業所   ：108 事業所  

  ウ  生活介護事業所   ：139 事業所  

  エ  就労系（※）事業所：433 事業所  

   ※  就労移行支援、就労継続支援（A・B 型）  

  オ  短期入所事業所   ：88 事業所  

 ⑶  調査方法  

   電子メールによる配布及び回収  

 ⑷  調査項目  

  ア  重度訪問介護事業所        ：資料４－１のとおり  

  イ  相談支援事業所          ：資料４－２のとおり  

  ウ  生活介護、就労系、短期入所事業所：資料４－３のとおり  

 

３  スケジュール                            

 ○  11 月上旬：調査票の発送  

 ○  11 月下旬：調査票の回収  

 ○  12 月上旬～12 月下旬：調査結果の集計・分析  

 ○  １月（第４回検討会）：調査結果の報告  

第３回重度障がい者に必要な在宅介護のあり方検討会  資料２  


